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（志水速雄訳，筑摩書房，1994．The Human Condition,The 































6 ）前掲註 3 書，p.84。





























































































































全体 RKU 県立高Ａ 県立高Ｂ
（人）146 42 36 68
1 吉田沙保里選手，決勝で敗退 18 6 8 4
2 男子400mリレーで銀メダル 16 5 1 10
3 日ハム一大谷選手の活躍 10 2 0 8
4 体操男子が団体で金メダル 8 0 3 5
4 卓球団体女子が銅メダル 8 3 2 3
6 日本シリーズ，西川選手の満塁弾 7 0 0 7
7 甲子園で作新学院高が優勝 6 0 6 0
8 日本シリーズ　日ハム対広島 5 0 0 5
8 ボルト選手が 3 連覇 5 2 0 3


















































18日間で114番組（ 1 日平均 6 番組），20％を超
えた番組も12番組に上った。特に20％を超えた
「超」高視聴率番組は， 8 月 6 日の開会式 2 番
組， 7 日の日本初の金メダルとなった水泳男子




























































（毎日新聞社）では見開き 2 頁に 4 連覇に挑ん
だ吉田，伊調 2 選手の写真を各 2 枚ずつ掲載し
ている。【写真１】しかしその掲載写真は吉田
選手の方が格段に大きく， 4 枚の写真総面積の




印象に残ったシーンをどのように取得したか 全体 RKU 県立高校A 県立高校B
146
テレビ 127 35 31 61
インターネット 13 5 3 5
競技場（現地） 3 1 2 0
新聞 2 0 0 2
人づてに聞く 1 1 0 0
























































































































































































































































































































































源．みすず書房：東京，1981. Hannah Arendt: The origins 
of totalitarianism, Mariner Books, 1973.
26）ハンナ・アーレント，大久保和郎訳：イェルサレムの
アイヒマン～悪の陳腐さについての報告，みすず書房：東
































27）オリンピック憲章 第 1 章オリンピック・ムーブメント 第
6 節オリンピック競技会第 1 項に「オリンピック競技会は，
個人種目まあ派団体種目での選手間の競争であり，国家間
の競争ではない。（以下略）」と定められている。
働」と「仕事」はほぼ一体化しているであろう。
だからこそアーレントは卓越性という「価値」
を兼ね備えた人間の「活動」こそ，社会が単一
した方向性に同調すること，つまり全体主義化
を阻止するうえで重要だと考えたのである。
改めてアーレントの視座からスポーツをとら
え直せば，かつてスポーツがアマチュアで構成
されていた時代は，「労働」＝職業と「仕事」
＝競技は厳密に切り離されていたはずである。
そして「活動」はまた，個人が多様な取り組み
をする中のひとつの社会的な営みとして，「労
働」や「仕事」とは別途存在することが可能
だった。だが，高度な競技力を求められる現在
は，多くの競技でプロ化の流れが加速し，競技
そのものが「労働」であり「仕事」であり，一
体不可分なものになりつつある。ゆえに，こ
れからは競技者自身の，競技を通じた「活動」，
つまり観客や視聴者の精神への働きかけがよ
り重要になってくるのではないかと考えられ
る。なぜなら競技の卓越性＝勝敗が，競技者の
意思とは関わりなく国家や社会に利用され，か
つ明示的に宣言される時代が来ているからであ
る。競技の卓越さというスポーツの世界におけ
る「価値」が，社会にある受け手側（国家や観
衆）に一方的に「評価」されるのではなく，自
らの「活動」，つまり社会への働きかけによっ
て，「評価」を定める議論に参加していく作業
がなくてはならない。それは例えばオリンピッ
クに際して，国民から応援していただく，とい
う認識，受け止め方ではなく，オリンピックへ
の参加を通じて，社会の創造に向け，国民にな
にを働きかけるのか，つまりオリンピックに参
加しているという自らの行為の意味を，競技者
自ら考えることが不可欠である。加えて，競技
者などスポーツに関わる主体そのものが社会に
54
語りかける言葉，すなわち手段としての媒体
＝メディアを自覚し，そして用いることが求め
られるのである。そうした「活動」の繰り返し
が，スポーツが政治権力にとらわれることのな
い，さらに権力やマス・メディアに誘導される
社会（の空気）に左右されることのない，自由
な意思の下で行われた競技による卓越性という，
自らの世界が構築した「価値」を維持し，適正
に「評価」することになる。もちろんそこでは，
媒体としてのマス・メディアにはスポーツ界の
「価値」と社会の「評価」を巡る乖離を相対的
にとらえ，修正，もしくは補強していく，とい
う役割が浮上する。
一面，国家の意思が反映した歴史的な流れを
持つ〈インテグリティ〉という「価値」と，ア
スリートの基底であった人間らしさ〈フマニタ
ス〉という「価値」とは決して対立するもので
はない。むしろ〈インテグリティ〉の中にどれ
だけ〈フマニタス〉なものが内包されているの
かが，重要なのである。スポーツコミュニケー
ション学科において，スポーツをメディア領域
からとらえるということは，こうしたスポーツ
が生み出す「価値」がどのように創造され社会
に包摂されていくのか，その歴史性を踏まえな
がら構造分析し，次代の方向性を解明していく
という，すなわちスポーツが重要な構成要件と
なる新たな社会を創造する作業なのである。
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